
まちなか再生プロジェクト

１．まちなか再生プロジェクトで目指すまちなかの姿

まちなか再生プロジェクトは、老朽化した建築物の建て替え等により、
「災害に強い上質な都市空間の創造」 「誰もが歩いて楽しめる魅力的な都市
空間の創造」「いきいきと働ける都市空間の創造」を官民一体と なって推進
することにより、「災害に強く魅力と活力ある中心市街地」を創造します。

２．まちなか再生プロジェクトにおける実施施策

目指すべきまちなかの姿 〖災害に強く魅力と活力ある中心市街地〗

災害に強い
上質な都市空間の創造

誰もが歩いて楽しめる
魅力的な都市空間の創造

いきいきと働ける
都市空間の創造

「防災機能強化等に着目した容積率の割増」（以下「容積率割増」）

「高さ基準に係る特例承認対象建築物の拡充」（以下「高さ基準の特例承認」）

「建築物等に対する財政支援制度」（以下「財政支援」
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まちなか再生プロジェクト
■ 防災機能強化等に着目した容積率の割増

容積率の割増における評価項目の拡充・割増上限値を引き上げ

「D.公開空地の確保」に加えて、
「A.防災機能の強化」「B.まちづくり取組」「C.誘導用途の確保」といった項目についても評価
また、10年間限定で最大1000%まで割増可能とする特別措置を実施。

■ 高さ基準に係る特例承認対象建築物の拡充(高さ基準の特例承認)

■ 建築物等に対する財政支援制度

下記の対象制度を活用し景観審議会に意見を聞き、
良好な景観形成に支障が無いと認めた範囲内にお
いて、高さ基準を超えることができる

■対象制度（ 高度利用地区・高度利用型地区計画・総合
 設計制度・総合設計制度同等のいずれかの制度）を適
 用すること
■セットバックにより、公開空地を生み出すこと

一定規模の賑わい施設を建築すること等を要件とし、10年間限定の財政支援を実施

専用融資を受けた方には、利子補給を実施。

３．建替え進捗状況

実績：２７件 （令和5年度末まで）

※令和２年（２０２０年）４月１日から、中心市街地内で店舗（ホテル含む）・事務所などを含む３階
 建て以上の建築確認実績値。
なお、まちなか再生プロジェクト適用案件（まちなか再生プロジェクトの3つの施策のうち1つ

でも採択したもの）は、この件数に包含されている。

※地元金融機関と連携した支援

補助内容
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居心地のいい歩いて楽しめるまちなか未来図（熊本市中心市街地ウォーカブルビジョン） 資料３
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１． 策定の趣旨
中長期的な視点で目指すまちの姿と方向性を示したビジョンを共有し、市民の皆様
の興味関心を高め、官民連携してウォーカブルなまちづくりを進めるため、「居心地の
いい歩いて楽しめるまちなか未来図（熊本市中心市街地ウォーカブルビジョン）」を策定
しました。

２． 対応の方向性

４． 目指すウォーカブルなまちの姿

５． 実現までのストーリー

長い時間をかけて少しずつ変えていく

３． 対象区域、回遊ルート、重点エリア

住んでいる人、働いている人

観光している人、こども・子育て世代

若者、障がい者、高齢者

多 様 な 人 々 が 開 か れ た 空 間 で 居 心 地 よ く 快 適 に 過 ご せ る ま ち
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